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本研 究は ウクライ ナ国 ドロゴビチ市聖ユ リイ教会堂 に使用 され てい る部材 の樹種 調査 を行 ったも
のである。東 ヨー ロッパ地域 の木造建 築研究で は従来、主に民俗学的 ・形態学的見地か らの研 究がメ
インであ り、科学的手法 に基づ く樹 種調査 は殆 ど行われて こなかった。今回、光学顕微鏡 を用いた樹
種調査 を行 った結果 、 目視 による樹 種判 断 とは異な り、モ ミ属 の樹種が使用 され てい ることがは じめ
て明 らか となった。東 ヨー ロ ッパ地域の木造建築では、建 築様式 をは じめ として 日本 をは じめ とした
東 アジアの建築 との共通項 を多々み ることがで きることか ら、現在筆者 らが推進 してい る 『東 アジア
の木 の文化』研究の一環 として、貴重な情報 をもた らす と考え られ る。本研 究は、 ウクライナの教会
の一例 に とどま るが、今後東 ヨー ロッパ にお ける木造建造物 の樹種調査への足がか りとす ることで、
日本 を含 めたアジアの建築研究へ も知見をフィー ドバ ックさせ てい くことが重要 であると考 えられ る。
1.は じめ に
2012年現在 、 日本で重要文化財 に指定 され てい る建造物は、2397件、4521棟である1)。国が指定 し
ている建造物の うち木造建造物は9割 を超 える。国土の70%が森林 であるこ と、そ して建造物や道具
な ど生活 に関わ る様 々なものに木が使用 されてい ることか ら、 日本は木の文化 の国であると、多 くの
日本人 が認識 している。 しか し一方で、 日本人が古来 よ り蓄積 してきた樹種 に関す る知恵 をよく理解
してい る国民は多 くはない。
日本 には、古来 よ り受 け継 がれ てきた仏像 、美術 工芸 品をは じめ とした豊富 な木製文化財 があ り、
中でも世界最古の法隆寺 をは じめとした木造建造物群は世界有数 の量 と質 を誇 る。 この よ うな背景 に
より、多 くの 日本人 は 自国を木の文化 の国である と自然 と認識 してい る。 この ような木の文化 を誇 る
日本人 は、一方で ヨー ロッパ の文化 を指す 際、石の文化 とよく表現す ることがある。 ギ リシャ古代 の
パルテ ノン神殿な どをは じめ として、 日本人が見聞 してきた近代 の ヨー ロッパ を代表す る都 市建築 な
どが石や レンガを多用 していた ことや、 ヨー ロ ッパの町並み写真 な どに見 る石造建造物 などか ら、 ヨ
ーロ ッパの建築文化 は 日本 の木の文化 の対照物 として石の文化 ととらえられ ることが多かったのであ
る。確 かにヨー ロッパ の国々では歴 史的建造物 のみな らず 、一般 の民家 をは じめ とした建造物に も石
や レンガが使用 され ているこ とが多 く、石 の文化 と呼ばれ たこ とは、強ち間違 いではないだ ろ う。
しか し、一旦視 点を転 じてみ ると、 ヨー ロ ッパ社会では木 の文化が石の文化 と共 に連綿 と引き継 が
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れ てい るこ とにも気 づか され る2)。スイスや 北欧地域 の木造建築群 をは じめ として、 さま ざまな地域
で伝統 的な木造建築 の姿 、つ ま りヨー ロッパ の社会で徐々に失 われて きた木 造建築 の高い技術 といっ
たバ リエー シ ョンに富んだ様式が鮮 明に保 たれてい ることが様 々な研究に よって明 らか となってきて
いる。 ヨー ロッパで特 に顕著 にみ られる このよ うな木の文化 と石 の文化は、それ ぞれ二律背反す るも
のではな く、『共存』してい ると言 える。す なわち両者 がそれ ぞれ異な る特徴や共通項 を発揮す ること
で、よ りよい文化 として成 り立 っている。例 えば世界遺産 で有名 なフランス北部 のモ ンサ ンミッシェ
ル も、その外見か ら石 の文化 の象徴 とみな され こ とが多いが、一歩 中に入れ ば、屋根 を初め として随
所 に木 の適所適材 がみて とれ、異な る材料 が うま く共存 ・調和 してい る事に気づ か され る。今 、改め
て、木 の文化 に視 点を集 中 させ ることが求 め られてい る。
木造建築の 中で も、中央 ・西 ヨー ロッパ に比べて ヨー ロッパ の中で も特に東 寄 りの地域では、調査
その ものが比較的遅れ ている とい うのが実情で ある2)。近年 よ うや く、木造建 築についての研 究が徐 々
に進 んできた東 ヨー ロッパやその周辺地域 では、建築学 ・民族学 ・歴史学な どの分野の研 究が単独 で
行 われ るこ とが多かったために、複 眼的な総合的研究結果 とい うものが生み出 され てこなかった とい
う問題 も浮上 している。 しか しなが ら東 ヨー ロ ッパ には、 ヨー ロ ッパ全域 さらには世界の木造建築 を
通観す るた めの量 ・質 ともに秀でた膨 大な木造建築資料が各地 に残存 してい ることが判明 してい るこ
とか ら、これ らの よ り包括的 な調査に よる理解 の深化が今後 の課題 と考 えられ る。
そもそ も、無機 的な石 の文化 としての建造物 に比べて、木 の文化 には、世界共通 に認 め られ る樹木
利用へ の地域 ごとのある種 の観念が含 まれ てい こ とが多い。す なわち、樹木 への信仰 ・畏怖 ・神秘性
をは じめ とした、地域 ・民族 に共通あるいは異 なる規律 ・原則 が認 められ るのである。石や レンガ と
異 な り、命 ある樹木 が用 い られ る建 築物 には、特定の樹種選択 ・民族的要素 ・歴史的背景 といった地
域 毎、あるいは世界共通の文化 的背景 がみ られ るはず である。特に、木造建築における樹種選択 には、
様式 ・建築構造 と同様 に木材流通 をは じめ とした歴史的情報 が含有 されてい ることが指摘 されている。
しか しなが ら、有機物 である木材 を使用 した木造建築物は、正 しい保存がな され ないか ぎ り、朽 ち、
寿命 を迎 えることとなる。木造建築の科学 的手法 に基づいた早急 なデー タの包括 的な収集 ・蓄積 な ら
びに、情報の共有が、よ り研究の深化 につ なが る と考 えられ る。
このよ うな背景の もと、本研 究では木造建築研究が遅れ ぎみで ある東 ヨー ロッパ の中で もウクライ
ナの教会堂 に注 目し、科学的手法 に基づ く部材 の樹種識別調査 を行 うことで、樹種選択の見地か ら、
ウクライナ をは じめ とした地域での木造建築研究 に貢献できれ ば と考 えた ものである。東 ヨー ロッパ
地域 の木造建築では、建築様式 をは じめ として東アジアの建築 との共通項 も多々認 め られ る。例 えば、
本研究 で紹介す るウクライナ の校倉造 りを中心 とした木造建築 な どは、主にアジア地域か らの影響 を
少 なか らず受 けている と推測 されている。本研究は、 ウクライナ のある教会 の樹種調査の一例 に とど
まるが、これ を今後 の東 ヨー ロッパにおける木造建造物の樹種調査への足がか りとす ることで、 ヨー
ロッパ のみ ならず、 日本 を含 めたアジア との関連性 を解 明す るべ く、研 究 を進 めてい きたい。
2.試 料 と 方 法
本研 究では ウクライ ナ西部 に位 置す る リヴィヴ州 ドロゴ ビチ市に現存す る聖 ユ リイ教会堂 を対象
とした。ウクライナ には、2500棟以上の木造教会が現存す る と言 われてい るが中でも西部 ウクライナ
にはそ の80%が集 中 してい る。聖ユ リイ教会堂は、構成や 内部空 間におけ る壁画 の豊富 さな どに より
ウクライナ の木造教会 の中でも非常 に重要な位置 を占めてい る3)。この聖ユ リイ教会堂の建設年 は、
まだ不 明な点が多いが、ハ タエ ワ ・タチアナ氏 の調査に よる と、 図1に 示 した とお り、校倉造 りで、
婦人室 ・礼拝室 ・祭壇室の3つ に分 かれた構成 を してい る4)。ハ タエ ワ氏 による現地調査の結果 か ら
は、婦人室 と礼拝室は修復 の際、他 地域 の教会 の2室 の材 を使用 した もの と思われ るが、一方祭壇室
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教会堂 か ら採取 され た7部 図1聖 ユ リイ教会堂 の平面図 と試料採取位置(1-7)
材 につ いて・光学顕微鏡 を(図 提供:ハ タエ ワ.タ チアナ氏)
用 いた樹種識別調査 を行 っ
た。 図1内1-7で 示 した
部分 か らそれぞれ採 取 された7点 の試料 は、蒸留水で軟 らか くしたの ち、両刃 ・片刃の剃刀 を用いて
3断面の徒手切片 を作成 した。 スライ ドガ ラスにのせ た後、 グ リセ リン:エ タノール=1:1と 共にホ
ッ トプ レー トで加熱 して切片 を脱気 して透化 させた。その後 、再び水洗 したのちガムクロラール で封
入 した。オ リンパスデ ジタルカ メラDP70を装着 した光学顕微鏡 を用い、観 察を行 った。光学顕微鏡
で観察 され る解剖 学的特徴 によ り、木材 の属 レベル(時 には種 まで)の 識別 が可能 で、そのための リ
ス トが公表 されてい る5)。この方法 は、 目視 に よる見立て に比べて正確 で学術的 なサポー トがあ り、
さらに簡便で あることが特徴で ある。 プ レパ ラー ト及び試料 は現在、京都 大学生存圏研究所材鑑調査
室 にて保管 してあ る。
3.結 果
7点の識別調査を行 った結果が表1で ある。光学顕微鏡写真の一例 として、礼拝 堂No.3(仕口 南)
の部材 について木 口面 ・板 目面 ・柾 目面 ・柾 目面拡大図を挙 げる(図2)。
解剖学的特徴か ら、7点 全てがマツ科モ ミ属で あることが判 明 した。以下に同定 された樹種 につ い
ての識別根拠 を記す。 それぞれの顕微鏡写真 は材鑑調査室にて保管 してあ る。 なお 、ウクライナ付近
におけるモ ミ属の分布 については、図3に 示 した通 りである。
マツ科モ ミ属
針葉樹。早 ・晩材 の移行はやや急。水平 ・垂直樹脂道 を欠いてい るが、時に傷害樹脂道 がみ ら
れ ることがある。放射仮道管は存在せず、放射 柔組織 の末端壁は数珠状 で分野壁孔はスギ型 を
示す。多 くの場合 、結晶が内部にみ られ ることか ら、他 のモ ミ属樹種 と識別 できる。
-37一
生存圏研究 第9号p.382013年
表1聖 ユ リイ教会堂か ら採取 した各試料 の詳細 と識別結果
木ロ面 板目面 柾目面 柾目面
図2礼 拝堂No.3(仕口 南)光 学顕微鏡 写真。左 よ り木 口面 ・板 目面 ・柾 目面 ・柾 目面拡大図。
図3ヨ ー ロ ッパ におけるモ ミ属 の分布(灰 色部分がモ ミ属分布域)




東 ヨー ロッパに位置す る ウクライナは、国土 のほとん どが、肥沃 な平原、ステ ップ、高原で 占め ら
れ ている。国内には ドニエプル川、ドネ ツ川 、ドニエステル川 が走 り、南のブーフ川 とともに、黒海 、
アゾフ海へ と注ぎ込 んでいる。 ウクライナ の最南端 には クリミア山脈が、西部 にはカルパチア山脈 が
連 なる。 ウクライナは、東 ヨー ロッパの中では比較的起伏 の多い地形 を してい る国に数 え られ る。気
候 は温暖 な大陸性気候 であるが、 ク リミア半島の南岸 は地中海性気候 によ り近い。 降雨量は局所 的に
偏 ってお り、北部や 西部 は多 く、南部や東部 は少ない。
この ウクライナには、2500棟以上の木造教会堂が現存す る と言われてお り、その うちの約80%の木
造教会堂 は西部 ウクライナ(リヴィヴ州、イ ヴァノ ・フランキフス ク州 、ザカルパチア州、チ ェル ニフ
ツィー州、テル ノー ピリ州、 ヴォ リー二州 、 リヴネ州、 フメ リニー ツキイ州 、 ヴィンニ ツァ州)に 集
中 して現存 してい る。 ウクライナでは、複雑 な歴史的背景や経年 によ り失われ て しまった木造教会 が
多々あるこ とや、そ もそも調査 自体がな されていない木造教会 が多い ことな どか ら、木造教会堂建築
に関す る研究は、教会堂建築 の概要お よび分類、地域毎の特質以外 については遅れ てい るといえ る。
特 に、木造民家調査 にお いて も、平面や構成、住空間における資料が多 く、また美術的 に注 目され る
ことの多い木造教会建築 において も簡単な図面化な どに とどまってい る2)。
東 ヨー ロッパの木造教会 について概 略をま とめる。東 ヨーロ ッパ地域の木 造教会 は、一般的に校倉
造 りの教会で ある。 ウクライナ西部に位置す るカルパチア山脈一帯の木造教会 は、西 ヨー ロッパの軸
組 み構造 と東 ヨー ロッパ の校倉造 りの交流 で発展 した とされ てい る。 ウクライナでは、バ ロック様式
の木造 ロシア正教教会 が栄 え、東ス ラブ民族 の校倉造 りの木造教会 を発 展 させ て中央 ロシア、北 ロシ
ア とは異 なるタイプの建造物群 を形成 した とされ ている6)。また、中部 ・東 ヨー ロッパでは、カルパ
チアか らウラル山脈 に至 る豊富な針葉樹 に恵 まれ、ス ラブ民族 の伝統的な校倉造 りのキ リス ト教木造
教会建築が多 く存在す る。 ロシア ・ウクライナ ・白ロシアの東 スラブ民族で代表 され る木造正教圏は
昔か らのス ラブの形式 を保持 したまま一貫 した校倉造 りを取ってい る。また、カルパチア 山脈 近郊 の
ポーラン ド南部地域 の小 ポー ラン ド地域 、シ レジア地方には、14世紀後半か ら15-16世紀にかけて
発達 した最古 ゴシ ックのマ ツ材(エ ゾマツ ・モ ミ)の 柿葺屋根 を有す る校倉 造 りの木造教会が多 く存
在 し7)、ウクライナ西部 に位 置す るス ロバ キアでは、ローマカ トリックの木造教会のひ とつ(14世紀)
がイチイで造 られている。 このよ うに 日本 と同様 に、古 くか ら木 を信仰 し、適所適材の観 念が発達 し
ていた国で あるウクライナで あるが、特 に今回 の聖ユ リイ教会堂 が位置す る西 ウクライナには、伝統
的に石造 と木造 とい う2つ の系譜がみ られ る。特 に中心部 で9世 紀か ら石造が発展す る一方で、 ウク
ライナ全土の村では木造 が主流で あった。 中で も木造教会 は伝統的な木造住 宅の流れ をくむ ものであ
った と考 え られている8)。最 も古い教会 は15世紀の ものであ り、現存す る木 造教会 の うち最 も数 が多
いのが17世紀の ものである。ウクライナ木造建 築の建築方法な どは、キ リス ト教 が広 まる以前すなわ
ち9世 紀頃 にお よそ成 立展 開 していた と考 え られてお り、 ウクライナ民家 との関連性が示唆 されてい
る。
ウクライナの教会 堂の建材 として使用 された木の種類のなかで、最高の建材 と考 え られていたのは
ナラ とマ ツで あった とされ、 トネ リコや トウヒ、 シデ も使用 された とされてい る。一方で、教会堂の
建材 として回避すべき木材 はアスペ ンであ りこれ は、キ リス ト教の伝説 と関連 してい る3)。また変形
した幹 、空洞があ る幹 、な どは悪魔が住む とされて回避 され ていた。一方、年輪 が詰ま った良い木 に
つ いては、 日本の大工 も 「目が詰まっていていい木だ」 と表現す るが、 ウクライナ でも 「鉄や石 のよ
うに硬 い」 と表現 され珍重 された よ うであ る3)。また、伐採 について も、 日本で も特定の時期 の伐採
が行 われ ることが多かったが、 ウクライナ において も12-2月に伐採す ることがよい とされた3)。ま
た、新月 と下弦の頃は虫が活発化す るため、また、閏年に も伐採 を行わない風習 であるとの ことであ
る3)。教会堂 の建設においては、鋸が殆 ど使用 され なかったが、 これは木 の繊維 が傷つ き、そ こか ら
水 がたま り、木材 の耐久性が低 くな ると考 え られていたか らである とい う3)。
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本研究で は、ウクライナで も重要 な位置 にあ る聖ユ リイ教会堂の樹種 の調査 を行った。これに より、
聖 ユ リイ教会堂の婦人室 ・礼拝室 ・祭壇室 それぞれか ら採 取 された部材 が全 てモ ミ属で あることが判
明 した。 当初、聖ユ リイ教会堂付近の建造物で使用 されている木材 はナ ラ、カラマ ツ、 トウヒ、マツ
が多かった ことか ら、当該教会堂 も同様 の樹種が使用 され ているもの と 目視 にて考 え られて きたが、
光学顕微鏡観 察に よ り、モ ミ属が使 用 され ていた ことがは じめて明 らか となった。
聖ユ リイ教会堂については、その歴 史的な移築 ・転用の経緯 について、 ドラガン とユルチ ェンコそ
れ ぞれ の説がハ タエ ワ氏 に より検証 されてきた4)。そ の結果、上述 した とお り、婦人室 と礼拝 室は修
復 の際、他地域の教会す なわ ちナデ ィエボ村 の教会堂の2室 の材 を使用 した ものであ り、一方祭壇室
は当初 よ り存在 していたものであることが推察 され た4)。しか しなが ら、未 だ不 明な点 も多々残存 し
ている。本調査か らは、当初か ら存在 している祭壇室な らびに、修復の際に他 の教会の材 が転 用 され
た とされ る婦人室 ・礼拝室 において も、なべて 同 じ樹種が使用 されてい ることが明 らか となった。全
ての部材がモ ミ属であったこ とか ら、移築 ・転用の経緯を樹種 の違い によって追 うこ とは困難 であっ
たが、今後 、年代測 定を付与す ることに よって、移築 ・転用 の歴史 の解明に もつながる と考 えられ る。
これ まで、 ウクライナ の木造教会の樹種 について、科学的見地 か ら報告 され たものは殆 ど確認 出来
ない。一方、本研 究では聖ユ リイ教会堂にて僅かな数の部材調査 ではあるもののモ ミ属の使 用が認 め
られ 、 ウクライナの教会建築研究 に、新 たな視点 を付加す るこ とがで きた と考え られ る。
本研究 によ り、モ ミの使用が確認 されたが、一般 的に、建 て られ て長時間経過 した建造物にっいて、
樹種 を知 ることは非 常に困難 なことが多い。 日本の よ うに建造物 にお ける伝 統技術 が伝来 してい る国
においても、 目視 に よる識別 は困難 な場合 が多い。例 えば、針葉樹で あるスギ ・ヒノキといった樹種
では、経年変化に よ り、大工で あって も樹種 の判断が困難 となる場合があ る。 そのよ うな意味で も、
今 回、 ウクライナにおける伝統的木造教会 の部材の調査を科学的 に行 った ことは、今後の ウクライナ
における文化 ・地域研究 のみ な らず、伝統文化 の継承に も役 立つ ほか、特に今後年輪の調査 も進 めて
い くことで、過去の物流解 明な どへの飛躍へ も繋が ると考え られ る。
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